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ll) 円田桁之助 ･今泉古典 ;見取調査報EB 9,4

(1939)..

R6sum6 ∫

PrescntpaperdealswiththeobservationsoEthe

snakesin thefie一ds,at.Tambabashi,south off

KyotoCity.Table1sI10WSthenumberofsnakes

･capturcdbてPerCeivedinTheyear1955.INaEfix

tl'gT:tTZaismostabundanthereoccurring63.5per

cent,andthe nextbeingEloPhequadriviTgata

with27.6percent.Seasonaloccurrencesofthe

two speciesareshown in Fig.1. N.ligrina

appearedbetweenApril13andDecember2,and

E.-quadriviTgafa appeared frdmIApril 23 to

No,ember28,in 1955.1n summer thesharp

decreaseoftlumberis与otcd･Egg-laying'season

ofN.11gritZa王sfromthelastpartofJunethrough ′

July, and E.quadriviJg拐ta from ′ear】yJuly to＼
earlyAugust･ ThematingseasonofE･quadri-

viqaEaisfrom thelastpartofApriltothelast

ofMay,whileN.ll'grinacopulates′inOctober･

LLocalitieswherethesnakcSappearedvariedby

seasons.InApri一,allsnal⊂eswerefoundon or

neartherivFrbanl'wherethehibernaculaseem

tobelocate(I.Asthespiingdaysbecamewarmer,

snakesmovedintothemiddlepartoftheficlds,
sotIlat山emostsnakesweresecuredthere.On

Octobersomesnakeswerei?un年.?n th'cbank

again,andinNovember,thebankvereoccupied

by.thePnakes･As itbecame cold,snakeswere

confined to localized spots,益here aboutthcy

hibernatethrough the winter. Abundance of

variousbody､】engthsofthetwospeciesarellisto･

gramedinFigs.2and3.MalesofadultN.EL'gn'na

areshorterintotallengththanthelfemaleswhilc

thema一esofE.quadriviTgataarelargerthantho

fema一es.

Thereisconsiderab一e,variationin therateof

growth.Thequl'cklygrownbabiesofN.il'grt'lZa

attaintlleiradult･lengthinthesecondautumn,and

E.､quadriviTgaLainthethird autumn.Tablcs2

and3show somedataongrowth.About32per

centofthecapturedN.ll'grillaand27Percent

ofE.qd riviTgaEahadsomefecdintheirstomachs.

Allfoodsfound in theformerstomachs-wcrc
I

frogs, inc一uding Rand nigromaL:ulata, HyZa

arboT･eaJaponica,andR.limnocharis.Foodsof

E･quadrivi,galayerefrogs(72%),ficldmicc

(17%),andTaTydT･OmuStaCFLydromoides(ll,cc/).

TJICEffcc一ofSodiutn'chloridcPrescnlintheAIcdium ontheOviposilionzlntlViallili一y

of_Ae-dosaegMliLinn.GoitiNAI【̂TA(KyotoLabo-ratoryofPublicHea一th,Kyoto)･Reccivcd

Nov.1,1956.Botyu-Kagaku,22,74-80,1957,(withEllglishr色sume,80).

13. ネッタイシマカの蓮如並びに生育に及ぼす水域の NaCl濃度の影響 q咽 五一 (石瀞 1,･

祐LJi研究所)31.ll.1 受理

著者が昆虫学に志 して最初 に教 を受けた暴川忠昔 先生のせ稀 をお祝いす

るにあた り本稿 を苑衣 す ることの由東 た'のは著者の大 きな首 びで ある.∫
拙い論 文で あ るが心か らの感謝 を以 て春川先生に捧げ たい.

ネッタイシマカを飼育して., 和々の渋皮の NaCl浴紋に対する選択的産卵状屈と,＼卵,助血 焔

の吐布地びに発Tf状眉を嗣べた鮎凪 1本琴の産卵並びに生育を許す NaCl泣皮の限界は 0.75-

1.00/oi附辻にあることが判った.

ネッタイシマカAe'desaeByPliLinn.は, 黄熱並

びにデング熱2)蝶介蚊として.●相生動物学的に投もEi一

変な柾類である.現在では全世界の熟狩,亜熱弓削出方

に広く/分布しており,殊に港湾や大河の流域に多いと

考われている･この郁夫は,木槌が船舶によって各地

に移入せられる機会が多く,且つそこの環坑に馴化し

柑る他力が大であることを示唆する.本位がこのよ′う

に船やfJjに開拓の深い碓現であるならば,木柾の生育

と水城の'NaCl弧喋との関野 頓討してわ′くことが,I
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生物学的にも防除上にも必要であろう.以上の見地か

ら一速の実験を行ったので.以下にその概IAfをWLi;･す

a.

実験材料と飼育方法

材料は1943年秋に,フ牛)ピンより送られた卵を鮮

化せしめ,以後tjミ京の旧W13坪軍医学校で黙ICAWI.した

系統を17]し?た･この間の飼育は,夏季は宝払 冬季は

.2,50中腰 の卿 叩 頭 窄し,幼軸 まエアオスか は
＼
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兎'PSを与え,lLuは こワト.)またはテンジクネズミよ

り吸JTILせしめた.幼山,抗の別打には水iEI水を川いた

が,その朋諸;イオン肌皮は 2ppm 私!比であった.
/

実 験 結 果

郁々の況皮の NaC】浴硬に対する碓l戊出の選択的

沌卵 : 1945年 1月8日から2月22日に至る関に娼

施した.方法は縦31.5cm,横26.4cTh,高さ24.4cm

の飼育悦に.実験室内で羽化せしめた雌雄の成虫を放

飼し,腹部の毛を労ったテンジクネズミを仰位に固定

して,毎日1時間約の巾で吸血せしめた.紹卵袋田は,

内径 6.6cm,拓き8.0cm の硝子円筒を17]志し,夫々

に氾皮の遜った食塩水 200cc宛を群れ,その内壁の

一部に縦 5crn,桃3cm の氾紙を下半分だけ水に浸る

程度に貼t)つけて,冊の巾におき,24時Rg後に取りEl】

して各円田内に取月されている卵数を井えた.実験巾

耶 22怨-I

企班I尺を柄.rltの卿卵耶円にわいた.当時は同気事情が

柘めて.TE!く.抑卵刑のW11蛇を-)引こ保ち難かったので,

D.']Tlmの中に放正一d{瓜低輝暖計と乾湿計を設起して,日′

々の突刺を記録した.実験期間中の最高温度は290,
位llW,1班は 220.比較湿度は平均 60% 前後であった.

火験同数は20回で,その中初めの10回は.水避水,

1,2,4,8%NaCl搭硬の5区について調べi後の10

回は.水迫水,0･_25,0･50,0･75,1･00% NaCl浴硬
の5区を選んだ.結果を第 1表及び第 2表に示す.各

回の総産卵数 に対する各洪皮坂東の産卵数 の百分率

(以下本稿では選択産卵率と呼ぶ)を図示し,且つそ

れらの平均Tlaを迎ねると,第 1.第 2図'のようになる.

以上の城椛から,木種雌成虫は,浪度差が大 きい食塩

水に対しては,/非花に明瞭な誠別詑力を持ち,･努めて

前沢皮の水域を逝ける傾向が認められる.選択産卵率

曲線は,水足I水から1%桁淡までの間では,きわめて

Tablel. Thenumberofeggsdepositedontap･waterandNaClノ
solutionsintherangeofeoncentrationfrom l% to8%.

Numberofeggsdepositedoneachmedium

4806 L 788 1 153 l ･29 1 8

TabTe2. Thenumberofeggsdepositedpntap-waterandNtICI
so7utionSintherange ofconcentrationfrom 0.25% to1..00,0./.

4576 L 2996 I 1571･ [ 1378 1 1198 1 11719
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号 が水道水と2%食塩水を用いて･野夕tt宝内で詔やべた
結果,共に水道水の万が圧倒的に多数の産卵を見たこ

とを報じている.

卵の矧 ヒと水域の NaClき11は との関係:.ilfJの災験

で,各氾皮の食tf.孟水中に産出せられた卵の一定数をと

急激に下降し.,それ以後は綾没に下る.(節1図). 諾隻

ー成立が 0.25% 程度になると.選択産卵率と淡庇JlGi位

が必ずしも並行しないが,それらの平均位を迎ねると,

やはl)拡'1度の上昇に応じて下降して行く杓 規々則的な

似TltH山線が村られる (節2回). その状態は水iEI水か

ら0･5,0/O'約枚までの間では比較的急数に下り,′それ以

後はきわめて碩没に減少する.

蚊の雌成虫がこのように鋭敏に水質を識別して,逮

択 的に超 卵す ると云 う事実は,古く Macfie6,7),

Bcattic3)らによって指摘せられ また近牢の知見は

Batcsll にj:つて総括せられている. これらの中で,

ネックイシマカをFT]いた例は比較的少いが,Macfie6)

りこ夫 産々卵された mcdium と同一淡皮の企tlJ水を

容れたシャーレに収容し,盃をして卵卵田内た収め,

以後30日間にわたって錨日の卵化状態を観察した.班

験開始は2月15日,実験朋間中の抑卵料の配皮は以芯

28･10,叔低 23･50であ?た･ 鮎米 を耶3ネ…に示

す.

以上の血統から本柾の肱の卵内発生が,B3JfE水域の

NaCl淡鑑の膨轡を相当鋭敏にこうむることは明らか

で,その発生可維限界氾皮は 1% と.2% とのfl"Jにあ

ると見なし柑る1･ま串1%'以下の紙皮においても.班

皮が苗まるに従って,働Iヒ率は顕著に減少し,0.5% ､､

浴枚では水iEI水の半分以下,1% 浴攻では1/3以下に

Table3･ Rateofhatchingofthe/egginrtap-waterandNaCI
solutionsofvariousconcentrati(ins.

､1
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なる. 1
m3才…7)右仙 こ示した死哩幼山はその休の大きさ北

びに発rlF'状腿が..F耶別こ卵化した他の初生的dlに比べ

て約ど榊迎を認め柑ない程皮であった.従ってこれら

は卵円にわいては唄調に発生し,抑ヒ屯後に呼んだも

のとtEli2話せられる.

なお;1割こ現わし得なかったが,叔初の抑化を見るま

でに滋する日数 (佼少卵内期間)は各氾皮共に 3-4

口rtrrJで殆ど差空尉ま認められなかったが.その後の卵化･

状THは氾蛇によりかなり粥苦な相辺を示す.すなわち

水道水においてはGlZ初DIO日間の抑 ヒ数がrEf郎伽与多

く, 以後.'iL激には少しているが:0.25,% 以上の渋皮

にわいては,初肌に比較的多数のMTTとを見るとはいえ.

その後においても迎日柄当市率の那化が認められる.

このような規範から,水利こおけるNaClが旺7)発生

速皮を多少なりとも遅延せしめると見な羊ざるを和な

い･･ ∫
以上7)成約を従来の知見と比較すると, MacfieG)1

は本税の卵が 3.2%NaClを含tp自然水中では4時間､■
以内,同じく2.6%の氾皮では 16-i20時間で全部殺

され,実験卿こも2･3%食唱水中では貯化しなかった

と述べている. また Macfie7)は本位卵が溢水では

矧 ヒしないことを認めているが,いずれも今回のl戊机

からULlて当然であろう.

幼虫の生育と水域のNaCl紅蓮皮との5g係: 前mD

.実験にわいて,各班姥の食溢水中で郷化した初生幼虫

も 夫々脚化当時と同一渋皮7)食鮎水を吊れたシャT
レ内に一光歎宛収容し,飼料としてエビオス粉末を与

え,式をして,紹日 mediurnと幻を交換しつつ卿卵

円内で飼符し,脚†ヒ後15日間にわたt),.拓日へい死故

地びに蛸化数を観群記録した.木実験2)結果をiJT!4衣
に示す..実験開始は2月24日, 供試幼虫数は各班灰

10個宛3如 く耶 4衣はそれらの総計他を示す),実験

ln間中D貯卵乃内の虫高配皮は 27.90,最遮温度 は

22.70であった.2,'4,8% の食塩水に対しては,水

辺水中で卵化せしめた初出幼il沌 IT]いて同様D生打J:

験をlJ:み7こが, いずれも24時LT.J以内に全部へい托し

た.
I

以上の成机から木槌幼虫の生ffをゆるし.,蛸化にま

で至らしめfrJる-NaCl荘‡皮の限界は,0,75,0./と 1%

とのrlTJにあることが判る.しかし氾卿 抗位とへい死串

との田旅は必ずしも弛行せず,0.25%浴淡においては.

0･50% 特攻よりもへい死率が拓く;0.75,0,0だ梢 と同

じ位を示している.このような不規則仕の6-1田は,午

の所全く不明である.

1% 以上の食塩水巾では,へい死は貯化後24時間以

内と云うきわめて初川に起っているが,0.75%以下の

氾皮では.むしろ6日乃至10日頃に多く死んでいる.I

従って幼山のNnClに対する抵抗性は,必ずしも幼虫

期の初胴に如いて相に繕弱であるとは云い難い.0.75

%以下の沸政ではへい死を免れた幼虫はすべて矧 こ述

しているが,平均幼虫期問を比較すると,0.25,0.50

%溶棟内で飼Tfしたものは水道水中で生-ljしたものと.

の間に殆ど差只がなく, 0.75% 溶紋においてはかな

り顕著な発-ff3)退廷が認められる.

木槌幼虫の生Tfと NaCl濃度との開院に関する従来

の知見はかなり多い.Macfie･57は 2.7% 食坂水中で

は3日以内に全部死に..1% では10日間に半数が死

に, 0.5% では死ぬものは全くなく, 0.3,0/O以下

では生育 に折拭.:な告を認 め得ないと述べ, 同じく

Macfie7)は企tEJ水池びに海水を自然詣発せしめるこ

とによって,NaCl薮三等皮を徐々に高めて行き,その巾

における木川幼山の畢存状債を調べた結凪 1･0-1･4

%の企出水又はそれと同調の沿水中においては.成虫

に到適し柑ないことを認めている.以上の知見と今回

の成約を比佼すれば{ 概ね一致した幌向を示すが,

1% 食脱水中で10日間飼育しても, 半数の幼虫が残

存したと云う Macfie61の殺初の報告だけは首rLJfLが

たし.､.また高令幼虫よりも初生幼虫の方が水域7)氾皮

の変化に適応し易いと云う帆｢がま. Macfie･7)も指摘

Table4. Larvalmortality,percentpupatioM n(1meanlengthoHarval､period

intap-waterandNaCIsolutionsofvat王ousconccntrationg.



～ヽ

防 虫 科 学 弟 22 巻-.I

Tabte5. Percentemergenceandmeanlength ofpupalstageintap-water
andNaCIsolutionsofvariousconcentrations. -

している.

蛸の生相と水域のNaCl淡皮との関係: 前の実験

にわいて,各班笠皮のNaCl浴披内で蛸化した蛸を,夫

々蛸化当時と同一氾皮の食溢水を容れた試験管内に1

個体宛収容し,純栓を施して卿卵村内で飼育し,.以後

4日FMaEjへい死及び羽化状態を観訳した.結果を第､

5-Rに示す.只験開始は3月2日,実験期間中の卿卵
出のJiu和弘庇は 27.90. 最低温度は 22.40であった.

以上のJ戊机から,本種の矧 ま,0.5% 以下の食塩水中

においては.水道水の場合と殆ど変りなく生存し;変

旭を完適して羽化に達し村ることが判る.また0.75%

沿液中では相当顕著にNaClの彫響を受け,31.8%の

へい死を見るが,それでも洩りは異状なく変怨を遂げ

･てJ戊山に退している.平均疏明間は各幻皮において殆

どZilr'lllはばめられない.また雌雄による桶期間の長短

ち,各氾班共に殆ど相適時ないようである.0･75%浴

枚にわいては,羽化城山の性比が,他の氾皮に比して

山三脚的に多数の雌を示している.それゆえこの実験で

は.1雄矧 ま雌餌よりもNaClに対する抵抗性が大きい

ように.思われるけれども.･迫悠ながら実験嗣件数が僅

少なため,結論を下すことは差し控えたい.

城の生汀と水域のNaCILn皮の開拓についての従来

の知見は少い. 僅かに Macfie5'は 1% 盆山水中

で嫡化した蛸4個体は全部羽化したと述べ, 同じく

Macfie6)は1.45% 食塩水で嫡化する幼虫はきわめて

少く,稀に痢化しても羽化に至らずに死ぬと報じてい

る･ しかし今回の成約では,0･75% の幻肢でも蛸の

1/3近くが死んで言るので,前述の幼虫における出抗

仕の相迎も考慮して.彼の用いたアフ')カ産の系統は

木実験で依ったフィ.)ピン産 の系統よりも,水 城の

NaClに対する抵抗性が強いのではないかと以う.
/

結 合 考 察

以上の各実験結栄を一括して第6表に示す.これをI
生理学的見地から考洪すると,本種の汝透旺調節餓細

の間斑に帰せられるであろう･水域のNaClが蚊の幼

虫に及ぼす詩作17]は,浴枚の osmotichyperton王cily

によると云うことは.古くMacEieS)が推3歳してわt).

以後 Koch47, Wigglesworthll), Beadleg)らが多

くの興味ある実験によって証明している. WigglcsI

worthl))によれば,..本柾幼虫の体液蕗透正は. 0.80

-0.89%NaCl浴液のそれに相当し,稀縛金山水中で

は,ふedium からCl'を吸収して,常にこのB!収の

溶透圧を維持するが.medium の NaCl氾皮が 0.65

Table6. PercentselectiveovlpOSition,hatdling,pupationandemergenceof
AebdesaeB3PLi,intap-waterandNaCIsolutionsofvariousconcentrations.

Concentration
oENaCl
inmedium

Percent･X･
se一ective
ovlpOSition

Percent
hatching

Percent
pupation

Percent
emergenee

淋Thefiguresintheleftcolumnshowtheresultobtainedwithtap-waterandl一声% NaCIsolutions,and
,lhcresultobtainedwithtap-waterand0.25-1.00% NaCIsolutionsisgivenintherightcolumn.
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Lo.75%を皿えると,mm繊維が取れて,過剰のC1'

が出入し.体液の路辺Tr:が上77･する.今回の1戊机で幼

血 蛸の出Tm!非が 0.75,03附近にあることは.上WLl

の131兄とよく持分するが,卵はそれより悶々打払 所ヽま

で耐えている.･これはおそらく圧が卵怨に保詔されて,

mediumのW甥がrLTJ核にしか及ばないことが主な原田

であろう.しかし生活史上,卵,幼虫,酌の各期間は同

じ点きではなく9), 従って拓調溶液の作用時間の差を

考Tv.はする必要があり,.さらに根本的な問超として,各

期の生理的代謝機経の間にも,当然大きな差があると

･=考えねばならぬ.従って,今回の成約から各期の渉退

任,m節既紀の芸を論じることは山来ない.卵の脚化率

が水iEI水中においても比較的に低いのは Rムubaud10,,

中田'らが折柄しているように,本和を含めたヤプカ

摘特有の別毅であり,NaCl氾皮とは相関旅である.

しかし今回の成机では,就漣波が苗まるに従って,好化
革が次矧 こ下っているので,庄はかなt)稀符なFl11度で

ち,NaClの好守を受けると見なされる.但し今回の

膨化成約は,産卵後30日の脱水結果であるから,上記

の拝啓が致死的なものであるか,或いは狂の休眠化に

よるものかは.これだけでは明らかでない.

生理学的見地から,今後研光すべ き印項は,興った

77L,ufE条件下における形哲,抑進的に氾皮が変化する環

境での生育状態,他の脱朝による同様の実験,伯種ot

蚊との比校等であろう.

･次に今回の成約をLE憤学的立堺から考察すれば,先

ず木柾の野外楼息水城におけるNaCl渋皮がtlrJ班にな

ち. M acfie･5,67によれば木柾幼虫が発見されたlTl外

水域の食脂班1度は 6.005-0.032% であるから,一般

に本軌 ま生符可能限界よりはるかに低いNatl氾度の

水城に楼ひょうである.しかし木肌 ま本来敵組水野旺

印であり,この同の水域は少し日.qりが続くと,速か

iこ氾絹されるので,この程舵の余裕をもっこ七が必要

なのであろう.今rljJ7の実験で,本棚の雌が,鋭敏な識

別力によって砧粒度水域を避け,水道水中に圧倒的多

数の遵卵をしたことも,この点についての習性上の適 ･

-LE:{p示唆する.一選択的産卵の習性は,必ずしも,水城

のNaCl渋皮についてのみ知られているのではなく.

例えば Mehta汚)は jlnopheles屈の2種が, 遊離ア

ンモニア及び以穏アンモニウムの氾収を識別すると鞭 ･

じている.

柁役にIUJl徐のt'1Um こついて巧,qiする.′以上の成畝か

ら木和の出'lfをIrFす水城のNaCl氾皮の耶界は,0.75

,00,わら l,00,までのll･Jにあ●ると見なし1･Jる. との氾F兜

は.おおよそ打T3水を3177･Fjll皮に托ptL,た場合の食粒氾

Fn:にHltlJlする.従って.舶納内或いはfJJ潮 附近の小水

城でも,お水がその程度まで縛められない取 りは.本

那 22 怨- I

-印の発/jiする心矧 まなく,この耶非は防除対象水城の

迅riIにひとつの兆即を与えfuるであろう..海岸附近の

rjJ'火m水和l等には,半I.-tくらい沖3水を氾じて糾 すば(.

水和の発uiをyJ'止111来る甥である.また血常の飲料用

水hnJや手水鉢苛にも,木米のIT]速に適する抵Efl内で,-

少Jitの食Hl或いは手伝水を混じておけば,ある程度本理

のL712卵をyJ'ぎ柑るであろう.

結 言

.､この研究は第2次大槻の末期に,旧海軍軍医学校で

実施したが,報告を執竿中に終耽となった.その後,

､日本昆虫学会耶7回大会 (1947)で概盟を発表し,そ

の訴抗変Ej･が r知見rhJl巻8号に手引筏せられた.し

かし当時の印刷寸imと,若者の怠慢から,送に詳報を

LLけ 機会がirJられなかった.10年の歳月を闘てて,当

時の原稲を何校すると,至る所に不満足な点を発見し,

また著者がその後に柑た自他の知見も少くないので,

殆ど全面的に臼き変えねばならなかった.応後に守けが

たい機会を与えられた円田俊郎教授と,本稿の円智や

老熟 こついて総大な教示と助言を賜った投友大沢折助

教矧 こ,深く感謝の志を衣する.

摘 要

1) 1945咋1月8日から3月21日までの期間,班

々の渋皮の允出水に対するネッタイシマカの選択的産

卵地びに卵,幼血.蛸の生育状贋と食塩濃度の開院に

ついて,tii況填田内で飼育実験を行った.第1,2図並

びに耶 1-6=Jiに示した成紋から次の諮qlが推定され

る.

2) 雌成山は水域の食塩没皮の差を鋭敏に識別し,_

謁91"ll]1水域には超卵を避け,1% 以上の渋皮の食塩水

には,例外的に産卵するに過ぎない.

3) 本韓の肱の発生を許し.これを脚化せしめ柑る

食塩氾皮の限界は1% と2,%のrLTTJにある.

4) 幼虫が矧 こ述するまでLLiTI-ALNる允tfzはrl班の郎

界は 0.75,00/と 1.00,00/のFLTIJにある.

5) 矧 ま0.50,0.I.以下の訂2班では,生Ti地びに羽化

までの日放について殆どJiU轡を受けllいが, 0.75,0./

虫fl"I水車では約1/3がl戊山に過し什 gfに死ぬ.

I6) 以上を出するに,ネッタイシマ カがlah.?t]_tll,:ぴに

生育を遂げ,l戊山にまで過し柑る水城の食RILln皮の限

界は._0･75-1.00% の問にあるとtlbi:される.

7) 以上の成畝について,生理学的,生態学的,波

びに防除上の間超を考察した.
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R占BuZn6

ScricsoEexperimentswereperformedatthe

constanttemperatureof25Ointhedurationfrom

January8toMarch21,1945,to､seetheeffect

ofconcentrationsoEsodium cllloridecontainedat

varyingconcentrationsin.theaqueousmedium on

theoviposition,hatclling,pupationandemergence

ofAcdcs,aeByPLiL.

Ⅰntheresults.obtainedassl10WninFigs.1and

2andTables1-6, thefollowingtendenciesare-

noted.

1. Whenmaturefemalesareofferedsolutions

oENaCIvaryinginconcentrationinjuxtaposition,
they appearto beable'to discriminatesma一l

differencesin,concentration and deposit-their

eggs.selectivelyonthesolutionsoElowerconcen-

trations. Ovipositionisscarcelyobservedonthc

solutions higher in concentration'than 1%.

2･ ThelimitoftheNaCIconcentratio,nwhich

permitshatchingoftheeggsliesbetweenl%and

2%.

3. ThelimitoftheNaCIconcentrationwhich

allowsthelarvaetogrowtopupateliesbetwccn

0.75% and1.00%.

4･ Uptotheco.ncentrationofO･5% thelsalt

llaSlittleeffectontheviabilityanddurationof

pupae.In0.75% solution,however,aboutone

thirdoEthepupaearekilledbeforeemergence･:

Inconc7usion/thelimitoftheconcentrationoE

NaCl､Solution whicllpemitstllebreeding of

Ae-dosaeBDPLt'islestimated to occur between

0.75-1.00%.

Basedon■theresultsobtained.discussionswere

madelon some physiological, ecologicaland

preventiveproblems.

Itc8idualContentandToxicityofSchrAdaninRehtionloCottonApllidControl.StudicS

ontheSystemiclnsecticides.VI.Ken′ichiNoIIUIIA,Chuz6SmBANUN̂ ,SadayoshiYAhIAr)A,

Mitsushige MATSUJ7A､and SumikLo M()Rrr̂ (Faculty of Horticu一ture, Chiba University,
Matsudo,ChibaPref.).Receive4Noy.9,1956.Botyu-Kagaku, 22,80-86,1957, (with

Englishresume,85).

14. scllm血n の残 留毒性と殺虫効果と申開係につし､て 浸透殺虫剤に関する研兜 耶 6瑚

ulj付紐一 ･柴TaFiL三 ･山田貞宜 ･松栄光豊･森田澄子 (千柴犬学 園芸学部) 31.ll.9 受理

謹 ん で 呑 川 忠 音 博 士 の せ 稀 を 祝 賀 し奉 る.

ナスを材料にして schradanの殺虫効果,植物体内の OMPA A,その植物の人畜に対する砧軌

の各胡相互間のLu床をそれぞれの経時変化を通 して此蚊検討 した. 各項目にJ:り経時変化の男削ま相

述するが,後2者は比較的類似し, 殺虫効果のそれはかなり著しい相過を示した.本米これらは,

互に比例的関係を持つべきものと考えられるのである･が, 庖点時を遠ざかるに従って見かけ上の相

L閑関係はくずれて来るのである.しかし果実より菜の方が OMPA 含有丑が掛 ､こと,また殺山効

果の減退が時間的に見て一番おそいということは, この薬剤を応用する立場から■見て好都合なこと

である.

schradan の殺虫効果については内外ともに多数の - schradanの残存虫についてもRipper16㌧Davichら1),

報告があり13,日･15),また処理された植物休円における 川城ら9)が くわしく検討 している. しか し両者間
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